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放射光による宝石珊瑚の分析 
-本物と偽物-

（金沢大学・理工研究域・物質化学系） 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　長谷川　浩　
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ワシントン条約 附属書Ⅱへの 

掲載提案(2007年6月） 

2007.6　国際通商の規制（附属書II）をアメリ
カ合衆国が提案

　　　　　　2009年会議に継続審議
2008.7　中国産　宝石サンゴ4種が附属書IIIへ

掲載（中国産の規制/取引に原産地証明
が必要）

2010.3　第15回ワシントン条約締約会議におい
て、国際通商の規制（附属書II）を再
度議論の予定
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宝石サンゴ利用の歴史

三万年前： ローザンヌ近郊の遺跡、珊瑚出土 
紀元前8000年： スイス、加工した珊瑚出土 
紀元前3000年： ファラオの墓、珊瑚製入れ歯発見 

古代ギリシャ：珊瑚底曳網漁 
紀元前550年： 中国四書五経「孝経」に珊瑚の記述 
紀元150 -250年：タクラマカン砂漠ニヤ遺跡、珊瑚装

飾品出土 
1500年代： ペニン王国 (西アフリカ) 珊瑚ビーズ

祭典 

世界各地で地中海産珊瑚が装飾品、装身具、貨幣、
医薬品として利用されてきた。

日本おける宝石サンゴ利用の歴史 

752年 (天平勝宝4年)： 聖武天皇、東大寺大仏開眼 供養
で珊瑚付き冠を着用、正倉院御物 

1600年代（江戸）： 髪飾り、緒締めに珊瑚使用 
1836年 (天保7年) ： 室戸沖で珊瑚発見 
1838年 (天保9年) ： 土佐藩、珊瑚の採取、売買、所持

を禁止 
1868年 (明治元年) ： 高知県、珊瑚採取解禁 
1899年 (明治32年) ： イタリア人が足摺地方で珊瑚を買

い付け 
1911年 (明治32年) ： 高知出身者による珊瑚貿易 
1934年 (昭和9年) ： 室戸珊瑚漁船、台湾沖で操業 
1963年 (昭和38年) ： ミッドウェイで珊瑚漁場発見 
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